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1.1.1.1.演劇の起源演劇の起源演劇の起源演劇の起源ははははギリシャギリシャギリシャギリシャ    

 ヨーロッパ演劇の起源はギリシャ劇にある。その母体はディオニュソスという農耕の神の祭りであっ

た。秋に葡萄を取り入れて発酵させ、新酒の出来る二月頃、人々は新酒を飲みながらディテュランポス

という合唱群舞に踊り狂ったという。この祭礼は西暦 6、7世紀頃スパルタで盛んになり、やがて乱舞の

指揮者と合唱隊が組織され、演じるものと見る者のとの分裂が始まったとされる。 

 

１）１）１）１）ギリシャ悲劇の始まりギリシャ悲劇の始まりギリシャ悲劇の始まりギリシャ悲劇の始まり    

 お祭りから発生した芸能を演劇にまで高めてゆくには、アテナイのより高い文化が必要であった。そ

れは俳優と劇場の造出であり、丘陵を利用して、斜面が観客席になり、底の真ん中に祭壇、祭壇の周囲

に合唱隊が歌ったり踊ったりする場所（オルケストラオルケストラオルケストラオルケストラ）が設けられた。指揮者は合唱隊と歌や台詞で対

話し、指揮者自身が演技する俳優となった。アテナイでは氏族貴族による権力が覆され、平民に基礎を

おく政治が始められるようになって（前 535 年頃）から黄金時代を迎え、演劇は国家事業となり、競演

で最優秀作に賞が与えられるようになり、多くの劇作家を生み出したが現存する作品は僅かである。 

  アイスキュロス  前 525頃-456 作家兼俳優 『オルステス物語』 

  ソポクレス    前 497頃-406 『オイディプス王』『アンチゴネー』 

  エウリピデス   前 480頃-407 『トロイアの女』 

 その後、ギリシャ悲劇は前４世紀に入ると凋落し、前３世紀になると文化の中心がアレキサンドリア

（エジプト）に移るが、そこでは名作は生まれず演劇のバトンはローマに引き継がれることになる。 

 

2222））））ギリシャ喜劇ギリシャ喜劇ギリシャ喜劇ギリシャ喜劇の始まりの始まりの始まりの始まり    

 ギリシャ喜劇の起源も、田舎のディオニュソスを祝った乱痴気騒ぎから発生する。ディオニュソスは

農耕の神であり、酒神でもあり、生殖の神でもある、祭りになると男根を模した棒を持って練り歩き、

陽気な歌を歌いながら、気に障る嫌な連中をやっつけ笑いとばすことでうさを晴らした。これが喜劇の

始まりとされる。 

 ギリシャ喜劇の台本が完全な形で現存するのは、アリストパレス（前 452頃-388）の 11篇だけで、神

戸ではかって『女の平和』が俳優座によって上演されている。アリストパレスは政治、道徳、社会問題、

文芸批評等、あらゆる時事問題を取りあげ、縦横の奇知、奇想天外の構成を用いてユニークな風刺喜劇

を作り上げた。 

 ギリシャの喜劇は悲劇と同様、アテナイの民主主義とともに起こり、それとともに衰亡した。政治に

対する批判が禁止された結果、批判は個人に向けられるようになり、喜劇は公に政治を論じるものから、

次第に見物を笑わすだけの娯楽を重視するようになり、自由奔放なファンテジーは失われ、国家財政の

危機から喜劇の合唱隊に対する補助もなくなり芝居から合唱は消え去った。    

    

        



2.2.2.2.ローマ劇ローマ劇ローマ劇ローマ劇の始まりの始まりの始まりの始まり        

1111）アテナラ）アテナラ）アテナラ）アテナラ    

 ローマ劇はギリシャ劇の模倣によってつくられたと言われるが、ローマでも穀物や葡萄の収穫のあと、

収穫を祝う簡単な仮面劇が各地で行われていた。 

 今のナポリの近くのアテラという村の祭礼に起源をもつアテラナアテラナアテラナアテラナという仮面劇が首都ローマでも演じ

られた。これは仮面をつけて演じる即興の小喜劇だが、芸術的悲劇の切狂言として用いられるようにな

った。後のコメディア・デラルテコメディア・デラルテコメディア・デラルテコメディア・デラルテの先駆をなすもので、どの作品も同じ仮面と衣装を着けた人物が登場

し活躍する。狂言によく似ている。 

 アテラナが人気を得たのは、その遠慮ない人身攻撃で、皇帝さえしばしばそのやり玉にあがり、その

ため処刑された俳優さえあったとか。アテナラは台本のない即興劇であったため風刺の内容はよくわか

らない。 

 

2222））））笑劇（ファルス）笑劇（ファルス）笑劇（ファルス）笑劇（ファルス）    

 笑劇は中世の世俗劇として13世紀末からの聖母の奇蹟物語をよりどころにした奇蹟劇の中の喜劇的な

場面から始まり 14世紀頃に成立したと言われている。中世喜劇の起源は１つではなく、宗教劇の滑稽な

要素の分離や土着の異教的祭祀に起源をもつ曲芸師の所作事やローマ喜劇など様々なものから起こった

と言われており複雑である。 

 中世の祭り（謝肉祭）などに神学生が戯曲を提供したり、結婚式のような私的なパーティで大道芸人

が見世物を提供するなど、笑わせることが第一の目的の娯楽演劇が始まった。ファルスはこうした娯楽

演劇の一つで、登場人物たちは類型的で常に繰り返し使われる。嫉妬深く偏屈な夫、ふしだらな妻、後

悔することのない女たらし、やり手婆など性欲や金銭や食い物に関心が集まる。 

ファルスが重要視する型のひとつにひょうきんものの型があり、例えば『洗濯桶』というファルスで

は、ひょうきんものの亭主はいつも女房にだまされて、リストに書かれた仕事をするのだが、突然、女

房が桶に落ちる。しかしリストには助けるという指示がないので彼は女房を放っておく。こうして亭主

は女房の圧制から解放されるという芝居である。 

 

3333）ソチ）ソチ）ソチ）ソチ（阿呆劇）（阿呆劇）（阿呆劇）（阿呆劇）    

 ファルスに似ているが、もう少し発展したジャンルで 15世紀に確立されたソチ（阿呆
あ ほ う

劇）はファルス

のひょうきんものと同類の阿呆たちが登場する芝居である。狂気の王国「阿呆国」には女王である「阿

呆おっ母」がいて・・・というように当時の教会や国王を当てこすり笑わせる芝居で、16 世紀の初めま

で絶頂期にあったという。 

    

4444））））コメディア・デラルテコメディア・デラルテコメディア・デラルテコメディア・デラルテ    

 13 世紀にルネッサンス文学が開花したのだが、演劇は小説や詩よりすっと遅れ、まず 16 世紀の初め

にイタリア悲劇が現れた。続いて現れたイタリア喜劇には２つの種類があって１つには古代ローマの喜

劇をまねた五幕形式の本格喜劇とコメディア・デラルテと呼ばれる三幕形式の即興喜劇で、両者の区別

はそんなに厳密なものではなく混合することもあった。しかし、ルネッサンス喜劇の主流はやはり、コ

メディア・デラルテでヨーロッパ各国の喜劇に大きな影響を与えた。 



 コメディア・デラルテは即興劇だからといって、俳優がいきなりアド・リブで演じるものではない。

多くの場合は作者や監督がいて十分練ったうえで細かな指示を与え、俳優はそれにしたがって見物の喝

采を博するような台詞を創作し、仕草を発案する。そのため、俳優は相当物知りで、文学の素養がなけ

ればならなかった。 

 コメディア・デラルテの題材は色恋沙汰で、若い男女が恋に陥る、しかし、分からず屋の親父だの金

に目が眩んだ親父がこれを裂こうとする。すると双方の召使が知略を発揮して、頑固親父に一泡吹かせ

て、若者はめでたく結婚するというのが定石である。 

 コメディア・デラルテはファンタージーの喜劇でもある。登場人物はみんな定型で、どの劇も同じ名

前と服装と仮面をつけた人物が活躍する。性格の決まったそれらの人物を将棋の駒のように動かして、

入り組んだ筋を発展させるというのが特徴である。この定型人物をマスクという。 

 第一のマスク：老父パンタローネ、嫉妬やきで虚栄心が強く、女好きで、欺かれ易くのんべー 

 第二のマスク：博士、卑猥な女好きで、ケチなくせに欺かれ易いがところ構わず知識をまくし立てる 

 第三のマスク：隊長、法螺吹き武士で大食漢で助平でのろけ話の大家、武勇伝は空想で実は臆病者 

 第四のマスク：ザンニと呼ばれる一群の召使達、悪知恵のたけたＧｒとお人よしのＧｒに大別される 

 仮面をつけない男：プレーボーイで劇中の若い女を魅了するだけでなく、女性の見物客まで魅了する 

 仮面をつけない女：美しい女優が演じるため人気があった。時として濡れ場を演じることも・・・ 

仮面をつけない女中：したたか者で、男はこさえる嘘はつく、嫉妬はする尻軽女 

こんな定型の人物を持ち駒にして進行するコメディア・デラルテは動きに富んだ喜劇で対話より仕草

を重んじる。そのため、台詞は分からなくても大体の筋さえ心得ていれば理解できることからフランス

やドイツなどその他の西洋諸国に広まった。 

コメディア・デラルテは西洋の演劇の発展に大きな影響を及ぼし、俳優が職業化し女優もここで初め

て生まれた。そして舞台装置も大きな改新があり、舞台は野外から室内に、現代のプロセアム（額縁舞

台）が考案され、幕を下ろして場面の転換を図ることが可能となった。 

こうして、コメディア・デラルテはシェークスピアやモリエールの喜劇に引き継がれてゆく。 

     今回はここまで・・・・ 
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